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畑作農家経済と資金運用の実態に関する考察

　　　　　一組合員勘定制度利用の諸問題とその対策一

森田泰之

1．はじめに

2．北海道の畑作経営の動向

　1）経営耕地面積と土地利用

　2）農業経営収支

　3）資産購入と借入金の推移

3．個別農家の経営展開と組勘取引

　等）事例農家の概要

　2）農業経営収支

　3）組勘取引と資本蓄積

4．家族経営における経営管理の課題

1．はじめに

　北海道の畑作経営，特に十勝地域においては小麦，てん菜，馬鈴しょ，豆類の

畑作4品で作付けを構成し，大規模で機械化の進んだ農業経営が展開されている。’

現在ではトラクターなどの大型動力機械をはじめ，畑作4品の専用機ほぼ全てを

個別で所有する形態が主となっており（註1），機械化による生産性の向上と高所

得が，機械の：更新，技術革新による新機械の導入，さらには規模拡大を可能にさ

せてきたといえよう。しかしながら，畑作経営は統計により把握される高所得と

いうイメージからか，機械取得時の自己・借入資金による資金調達や借入金の返

済といった経営資金の運用から一世帯としての家計支出など，所得と支出，資金

運用の配分関係はあまり注目されず，既存研究においても平石［10］，堀内【12］に

みられる程度である。

　そこで本稿では，，北海道において個々の農業経営に利用されている組合員勘定

制度（以下，組勘）（註2）を用いて，畑作農家の所得と資金運用の実態を明らか
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にすることを目的とする。まず2章で「農業経営部門別統計」を用いて，1995

年以降の北海道畑作経営の動向を，①畑作経営全体似下，畑作平均）から概観

し，次に主要な層と考えられる②20～30ha層，③30ha以上層に分けて考察を行

う（註3）。3章では，芽室町の調査農家より，統計に沿う形で事例を抽出し，経

営耕地面積と土地利用，農業経営収支，資産取得と借入金の状況を考察する。特

に「組勘」より，資産取得，借入金返済，資金調達，資本蓄積といった資本取引

の実態を明らかにする。『また組勘制度上の問題から，運転資金に制約が及ぶこと

を指摘し，組勘収支が均衡するための規模条件を検討する。以上から，4章では

経営形態転換の必要性や家族経営の問題点を指摘し，畑作農家の家族経営として

の経営管理の課題を述べることにする。’

2．北海道の畑作経営の動向

1）経営耕地面積と土地利用

（1）経営耕地面積

北海道の畑作経営
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　　　　　　　　　　（表2－1）。また借地

面積の推移から，規模拡大は近年，土地の借

入によって進展していることがうかがえる。

特に30ha以上層では，2000年以降，借地面

積（割合）が大きいことから，借地による規

模階層移動の可能性も示唆されよう。

（2）選択作物と土地利用

　表2－2より，畑作平均の作付構成は，年

次を問わず，畑作4晶で90％程度を占めてい

る。20～30ha層は，この間，89，3％から

92．5％の問で推移している。30ha以上層は，

1997年には96．0％まで上昇し，2002年には

薮2辺　畑作経嘗における作付面積劃合の推移
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91．1％に減少した。畑作4品の内訳は，20～30ha層で麦類の作付割合が高く，

30ha以上層でいも類，工芸農産物の割合が高くなっている。畑作4品合計では，

1995年から2002年の平均で20～30h＆層が90％程度に対し，30ha以上層が93％

と若干高くなっている。しかし，近年では30ha以上層においても減少傾向にあ

り，ほぼ同じ構成比であるといえよう。

2）農業経営収支

　表2－3より，畑作平均の農業粗収益（10a当たり）は，1995年の1，990万円

（7．7万円）から2002年の2，δ87万円（8．8万円）まで上昇傾向にある。20～30ha

層は，2002年には2，637万円（9。2万円）と上昇している。30ha以上層も同様

に，2002年の3，908万円（9．0万円）まで増加している（註4）。

　　　　　　　　　　褻2－3　同作経営における農業経営収支（爽数、10a崇たり）の推移
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　また農業経営費合計（10a当たり）は，畑作平均では1995年の1，349万円（5．2

万円）から2002年の1，706万円（5．8万円）に増加しており，10a当たりの平均

は5．5万円である。減価償却費（10a当たり）は年平均197万円（7。2千円）と

なっている。20～30ha層では，畑作平均とほぼ同じ値を示し，10a当たり農業

経営費は平均が5。5万円，減価償却費が若干低く6．8千円となっている。30ha以

上層では，農業経営費合計が2002年には2，613万円（6．0万円）となり，10a当た

り平均は5．4万円で灘る。減価償却費は300万円程度で推移し，10a当たり平均

は7．4千円となっている。

　以上から農業所得は，畑作平均では1996年には落ち込むが，2002年の881万

円まで増加している。所得率はこの間の平均で32．3％である。20～30ha層は2002

年には924万円，所得率は年平均33．5％を示している。30ha以上層は1996年

を除いてLOOO万円以上を確保し，2002年の1，294万円まで上昇している。所得
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率の平均は31．9％であるが，近年は33％で安定的に所得を確保している。

　このように，農業所得・率は20～30ha層が若干高い値を示していたが，近年で

は30ha以上層の農業所得率は33％で安定的に推移しており，農業経営収支は規

模による著しい格差はみられず，総じて同程度の構成となっていることが確認で

きる。

3）資産購入と借入金の推移

（1）資産購入の推移

　資産購入は年次間の変動が大きいため，この期間の平均で捉えることにする（表

2－4）。資産購入合計（10a当たり）は；畑作平均が316万円（1，1万円），20～

30ha層では293万円（1．0万円），30ha以上層ではδ48万円（12万円）である。

また大農具・／1・農…具（10a当たり）は畑作平均で181万円（6．6千円），20～30ha

層で149万円（5．4千円），30ha以上層で320万円（7．4千円）となっている。
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（2）借入金の推移

　図2－1より，借入金の推移

を年末残高（10a当たり）で確

認すると，1997年の1，519万円

（5．6万円）をピークに，2002

年の1，315万円（45万円〉で

推移している。20～30ha層で

は，1995年の1，072万円（4．0

万円）から1999年の1，605万

円（5．7万円）をピークとして

上昇傾向にあり，その後2002

i｝iiilヘズ　‘ii

　　　圏oo【憎エ・二「｝こ）一，⊃　　　r鑑瓢）聖、諾・訟．〇一，コ　　　　1隠ゆ‘鳳誕・＝「ro扁？1
　　　窃，ζ詳，．c覧昌ooo　　　　ご》⊃ご⊃コ「．鈴ζ｝oζ》　　　　，o∂箒。’伽ooo
　　　↑．畠騎’野『4000　　　　窃。，．麟⑦⊂＞oo　　　　⇔⊃＝㌧o二｝ooo

　　　　Li曳均　　　　　2‘卜30h，i　　　3（，｝Llほや月・

　鰯IF緩目在一・li＝・｝く暖轟一・一‘隅F」見！ギ〔【（li・，→一三トィ｛残轟著q個

図2－1　畑作経鴬における借入金・買掛未払金の推移

　fξ1卜1濃駅ア1』「農為ヒ経営部Ill削￥七詩」脩‘1；次）．
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年には1，δ77万円（5．5万円）に若干減少している。30ha以上層では，1995年

の2，672万円（6．1万円）から2002年忌1，613万円（3．7万円）まで増減があり

ながらも減少してきた点が特徴である。

　このように，畑作経営は平均で1，400万円程度の借入金を抱えていることが確

認できる。しかし，20～30ha層は増加傾向を，30ha以上層は減少傾向を示して

いた。特に10a当たり負担額では，1998年を境に20～30ha層が30ha以上層の

負担額を超え，20～30h＆層の借入金負担が増大している。

3．個別農家の経営展開と組勘取引

1）事例農家の経営概要

（1）事例農家の家族構成

　事例農家の経営概要を表3－1に示した。A農家は経営主43才，妻40才，補

助労働力として母71才が農作業に従事している。長男は高校1年生，次男が中

学生である。農作業は家族労働力で賄っている。一方，B農家は経営主47才，

妻46才，父81才の3人が農業に従事している。長女が高校3年生，長男が高校

1年生である。雇用は年15　　　　　　　　郵一1蝉騒劒経営概要

畑綴である・両雛は　砕心　　≒・，　一一、　鴇講
　　　　　　　　　　　　　　　辞　　1野有　借入　　　　1㌔11ノ」Il∫　　　補助　　　　多の世あ，家族構成および農業労働力

が同じであること：が確認で

きる。

（2）選択作物と：土地利用

倉糠欄1：lll　619蝉：離ll淵1；霧搬；ll娑i鶴麟溜年徽、
資’：：20G4・ド展封こ騨i1∫農家調乱

　A農家（表3－2）の経営耕地面積は，1999年の24．43haから2003年には

25．89haとなっている。借地が1999年の4。63haから，2003年にはa19h＆へと

増加しており，近年は借地により規模拡大を行ってきている。A農家の作付構成

は畑作4品の金計で1999年の94．8％から，2003年には83．2％に減少している。

　　　　　　　　　　　　　藪3－2　作物溺作付醗積の継移（A農寒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i」し　
1ア 一拳　　1層　幽

晦鞠鞭・麦・ん糊撫、1再縁1貯竺♪勝鍛ジ烈皆π灘
くうさみラ

ll；1：l　　　l、；l　ll｝；　1；罰ll　l謬　　繍

ll：ll　l；謡　llil　l薯1　溶1矯1瀦、、　ll搭　ll
り｛沿’｛　　　　り銭89　　　田3　　　5：嬉　　　　5〔｝3　り〔跨　　り｛｝1　　　　　　　り’自9　　　　【｛1【

認

iiii｛■iii藻ll；一li；il目1ガ1一：￥

實日：A農「ろこi瞬｝1揮とUデIII｝告訣い，1；」｛各年次1ヒ明葺」㌧
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農家の土地利用は，自家用

そ菜等が若干あるが，畑作

4品で作付けが構成されて

いる。前章の統計分析から，

A農家が20～30ha層に，

B農家が30ha以上層に位

置することが確認できる。

（3）資産取得

一方，B農家（表3－3）の経営耕地面積は，1999年の40．89haから変化はな

く，全て自作地である。B　　　　　　　薮3．3働別鮒巌の離（B購）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻」ξ航：置1％
　　　｛・llli眞｛
年次
　　　i珪

小麦　　てん菜　編鈴しょ
三7．1 S

計　　小玉　金時
掴家i　その燃
そ菜　　　体欝

＜実数＞
1999　　　　　つ，G93

200G　　　　4，093

200】　　　　　　4，093

2002　　　　　　4，093

2003　　　　　4093

1，繧72

正，876

1、710

【，633

｝520

763　　885
賀g　　　676
72’i　　　　908

829　　824
891　　863

883　　　7レ1　　｝69

766　766
727　72？

806　806
819　819

90
55

23

＜比率＞

1999　　　　100
2000　　　　100
2001　　　　100
2002　　　　100
2003　　　　　100

：36．0

唯5，8

馴．8

39．9

37．1

18。6　　　2L6
17．6　　　ヨ6．5

17，7　　　22．2

20，3　　　　20．1

2L8　　　　21．1

2L6　　17．嬬　　4，1　　　　　　　　　2，2

ヨ8．7　　18．7　　　　　　　　　0，0　　　　 L3
…7．8　　17．8　　　　　　　　　　0．0　　　　　0．6

…9．7　　19．7　　　　　　　　　 0．0

20．0　20．0

ご器：B農話｛療・1、f税if耐」告決算；．1；」（斧露1三次）より　三成。

　表3－4は，事例農家における償却資産の取得状況を示したものである。A農

家は1994年から2003年の10年間で2，662万円の資産取得を行っている。年平

　　　　　　　　　　　　　籔3』4　藥例農寒における償劫資産の取得状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千門
A農家 B’∫蔓家

年次
資｝捲名 取得　家計

ｿ格　負担
資産名

取得

ｿ格
家計

艶ﾛ
199’1

ビート移植機

遇
ビート．移菰野 　　i，558一

1502 1558
なし 0 麦乾燥機 2，132

i995 コンバイン 600

サブソイラー 39i

o 3124
1・ラクター（フォード62） 760 乗用カルテ i，000

陰

1996 サブソイラー 251 麦乾燥機 1，600

i・ラクター（フォード30＞ 650 ダンフ（2t＞ 380

166王 2980
ロータリーハロー 870 グレンドリル i，236

スプリングハロー 380 ウルトラハロー 773
ig97 ロンバイン ｝，030

乾燥機 1，869

1250 4908
ポテトブラン外一 727 濃家住宅 29，599 85粘

スプレヤー L827 融雪散布機 325

1998
フォークリフト（中置い lj70 ポテトプランター ｝，503

乗1嗣1：（中llr） 1，8…｝9　43㌔ 献刈アタッチ

早i佐宅含）
　　　7瞬｝

5924 淋（柱宅除） 2542
乗用那（中llρ 625　・｝3㌔ マニアスフレツダー し065

ホテトハーベスター（サンエイ｝ 4，935

m99 ホイルローダー（’rCM） ij・19

乗用寧（イプサム） 凱050 801旨、

一　　　625 9，499

淡際撒．醇機 32疇 ビートタッハー 弓99

ポテトハーベスター 4〆152 ど一トハーベスクー 2Joo
2000 ．三翰トラクター∫弓』属」鴇　・式 1，785 オートリクター 289

ど一ンスレッシャー 882 ブ旧一ドキヤスター 543

7445 343三
トラクター（クボタW① 6，038 プランター 9匙～1

2001 ロータリーヒラー 9洛
リバーシブルフラウ i，Oi5

6038 2，95｝

ドリル 914 ケンブリッジローラー 1，2（～o

コンフレツ蛙一・式 217 ”曹曽．
V｝フ｝

：305

2〔〕02
剰ill卜：紳占｝ Lo50　131、牽 フラウカゴローラ 3且～8

モアコン 305

ヒ地改良’】ド嚢費 2，2刷

2181 喧497
なし o iコークロツフクfヤ ｝60

2003 スフレアー 5，50σ

ヒふるい機 i10

0 6，100
p、；1・1臼…’己；号｝ 71，288
冷、言1・〔住宅除） 26，625 41，589
・1｛均（住「鰭；斜 2，662 4，】59

㌧で料；昏農家 盲却資」；1量計1；監1：、1；」（雪㌻馴．こ）によ1｝1 1戒

，、1ゴ売幻」、廃棄した占のについ『こ’は鋼掛した．
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均（10a当たり）は266万円（約1万円）である。一方，　B農…家はこの間，住宅

を含めて7，128万円，住宅を除いて4，158万円の資産取得を行っている。平均（10a

当たり）は415万円（1万円）である。年間の変動幅は大きいが，各農家ともに

年平均で10a当たり1万円の資産取得であり，前章で考察した畑作経営の同階層

を上回る投資額を示している。

2）農業経営収支

A農家の農業収入（表3－5）

円から2，500万円の間で推移

している。畑作4品割合の合

計は75．4％であるが，過年産

収入には馬鈴しょ収入や，農

業雑収入の申には作物収入に

含められる収入が存在してい　1號

るため，畑作4品では80％を　器ll

　　　　　　　　　　　　　　2003
超えると考えられる。B農家

（表3－6）は，同期間，畑作

4品により3，700万円から
　　　　　　　　　　　　　　‘1三次
4，400万円の農業収入を得て　く賜〉

きている。農業収入を10a当　　摺

たりで癬すると，A臓（表iiil

　　　　　　　　　　　　　　くにギ　
3－7）は9万円強で推移して　　1識

いる。B農家（表3－8）は近　　器
　　　　　　　　　　　　　　りΩく｝コ
年では10万円を超えている。

は，1999年から2003年の5年問では，2，300万

　　　　　　薮3－5　農葉収入の内駅（A農顕）

　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：＝千1彗、％

轍騨徽榊小麦・繊牒・礫㈱ガ紛網描
くズ　　

ll器　1欄
萎88ム　　　塁慧：茸§ム

2〔｝〔｝3　　　　25」55

22，725　　6，812　　7」15

22，・157　　5．357　．7」60

2t，846　　7，310　　7，188

22，04’；　　7，650　　8，624

22．り6…　　7．10｛｝　　6．718

1：l111，鎧　艶l　l：lll　l：lll

l：ll；1：lll器l　l’lll　l：ll1

3．634　　L525　　】，2…0　　2．07靖　　り．883

；18　11：1

；ll　ll：l

lOO　　　88．5

11：1；1：l　ll：l　l：l　l：1抵：l

l占：lll：1　｝1：ll：l　l：l　l：1

98．2　　　つ6．7　　　　14．4　　　　6」　　　　嬬．8　　　　8．2

1：1

、1：l

U．5
資磐：A濃家塾f，｝｛1維・11；看決算㌧！｝：」（翌年抄く）より…成。

表3－6　農繁収入の内駅（B膿寒）

判ウ：：千円％

股菜取入　販光臨鵜！
　　　　　　小麦　塵鍾・　　　割・

　　　　　　泄臼㍉般　農ニミてん襲　綴鈴しょ　蕊類
　　　　　　　計　　雑収入

38，938　　　33，75’1

4⑪．277　　　　35，298

37．O・日　　　32，2・18

小iド162　　40．80？

43．l16　　37．3iO

1匡、378　　6，306　　　6，192　　8．093　　　1，784

　ヨコド　ビヨ　さレ　マ　　ちヒ　　　アレヨ　　　コロ　む

髭：譜1：lll　l：1舅1：箆l　I・lll

レ…，4り・…　　9．379　　　　6．8G7　　　5，018　　　1．683

らコユアむ

綴
1：1濃

；ll　ll：1

；ll　ll：1

】｛｝0　　　　86．5

11：1陶：1　｝1：l　ll：l　l：l

ll：1認：1　｝1：1，1：｝l　l：1

33．5　　　　’，…．8　　　　　1δ、8　　　　1匡．6　　　　　3．9

｝1：l

ll：l

13，5

｝丁1＝＝：B農家拶iIl｝税｝1‘〔息瑠1～花川らさ」（一年｝欠｝より　：成罰

薮3－7　農集縫営収支の推移（A農憲）

　　　　　　　　i蘇1疏：1「り、％

薮3－8　農鑑経営収支の推移（B農蒙）

　　　　　　　　単1鞄k；丁・円、％

｛・・緊愈・，撒・騨・驚
縄眞 1、賜uサf僻

く　　ぼ　

ll器ll：1811描1：響1引8：繋1：9：；8

188111：機鷺票ll：8111：；晶1：認

り⑪03　冒｝5．i56　目，988　り．739　iO．iξ～ア　・13達0

厭緊命・，、撫・騨・翻・
繰費 農家所1、r

b，701

6，535

4，00！

6，H9
5．827

へ　ばへ

1器li響撒：？ll　5，183滑：lll

llll：｛1：1握1：1身湧：lll浮：翻

’，盾潤F♪　　13j16　　’，5．ミ，39　　遷89｛｝　　17』7了

5．600　　8322

7，200　ti，90寧

竃i，400　5，7田

7200　｝o，3疑
7，’｝o〔｝　り．977

くユセぢひ

ll認　｛器　55」　1：1　昌：l　ll：l　ll：l

llll　；18　　｛1：1　　携：l　l｛：1

9003　　　100　　5g、t～　　即，～｝　　　10．．l　　i7．3

く　　　たりニさ

1器1；：1：ll』；：ll：1　，目：1｝1：l

l器ll鰭　鶏：lll：1　　｝1：1
つoo：｛　　97．「】　　57．9　　P，【i　　　39．3　　1且㍉8

11：1

譲：1

’，’章 C5

ム8呂8　　　　　18巳　　　　：1暑：言　　　　　　　　　　　　　　　　1子：昌　　　　了÷：墨

llll　露1111：1；1：1

「「〔1【〕3　　　［oo　　Iう。．’⊃　　1し：3　　　39．8　　ili，7　　’｝：3．1

く　　　たリス

ll認　：：1：l　　ll：l

llll、lll：1誤：1琶：1
’｝

O〔1；3　　105．：｛　　63『I　　il．9　　　i「｝．O　　i7．い　　　’，1．1

：八農’家1・旨得悦ll色lll告1嬉rミ．1：‘μ剤i…次｝．iこ【｝q…戚 uilB農劉纏1」封、己1∫巴申，匹訣9匡輩．1；ハα・11，、｝kり軍慮
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　A農家の農業経営費（10a当たり）は，1999年の1，319万円（5．4万円）から

2001年が最も大きく1，557万円（6．1万円），2003年には1，498万円（5．7万円）

である。減価償却費は2001年が306万円（12。0千円），2003年には273万円（10．6

千円）となっている。家族としての農業所得は2001年を除いて1，000万円，所

得率は概ね40％を示している。一方，B農家の農業経営費（10a当たり）は，2001

年が最も少なく2，485万円（6．0万円），2002年が2，692万円（6．5万円）で最大

となっている。減価償却費（10a当たり）はこの期間の平均で513万円（12．5千

円）である。家族の所得が1，200万円から1，700万円，所得率は2002年，2003

年には42％に上昇している。

　以上から，事例農家の所得率はともに40％程度と高く，この点が高い投資水準

の背景にあるものと考えられる。また，両経営は総じて等しい農業経営収支構造

を示しており，10a当たりで農業収入が10万円，農業経営費が6万円，減価償

却費が1．1万円，家族としての所得4万円から専従者へ概ね1．6万円を振り向け

ていることが確認できる。

3）組勘取引と資本蓄積

（1）二二収支の特徴

　図3－1コ組勘収支の概念図を示したものである（註5）。図左は青色申告の農

業経営収支を示している。青色申告上の経営主所得，専従者給与，減価償却費が

運転資金利用可能額となるが，専従者給与は組勘から支出されて経営からは分離

されるため，実際には経営主所得と減価償却費に相当する金額が運転資金に充て

られる。図右は組勘収支を示している。青色申告上の農業収入・支出は発生主義，

組置上のそれは現金主義によるため，農業収支の金額は若干異なることがある。

資金調遠の必要列．→
@資金受入（三斜
A資金llll人α111人金〉

資産取得

翫入金

ﾔ済
経営i三

?得 貯金

農家醗得 長期共折

@携金
・1縦茜’

驕f∫・ 家、1｝費

濃業収人
減師

梛p費
　　選i転遷金手囎・ぎ能額
@　ただい1融κ給「∫・は支1｝l

欠jω11告iψ静費

伽贈こ職人
専従κ
距^・

農裳：螺1 農業支出

肴色申告上の農業経営収支 縄勘収支

一　軽営iiの決憲

一・ j度により自勤口に引き落とし

一制度により経営計画の販寛収入の5％を
　営農貯金へ積み立て

一斜度により利用（家計負担）

叫鯖度により利用可能
　次馬、、コーフの購買、各種公共料金、
　i【藍くll喩．現金・お出等

一欝色申告制度により支出

醤3日　組合貴勘定収支の概念鴎
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組勘上の支出には，まず専従者給与が支払われている。家計費には，①公共料金，

②租税公課・国民健康保険等，③Aコープでの購買，④教育費，⑤現金引出，な

どがある。長期共済掛金（共済事業），営農貯金（営農計画における販売収入の5％

を自動的に営農貯金へ積み立て），借入金返済（各種制度資金の年償還額が自動的

に引落し・返済）がある。資産取得は経営者の決定による。また，図（組勘収支）

のように支出が農業収入を上回ることがある。そのような時には，資金調達の必

要性が生じ，①資金受入（貯金を引き出して入金する等），あるいは②資金借入（各

種制度資金の利用等）といった対応が求められるのである。

（2）組勘取引の実際

　①A農家
　A農家は，最初に2000年の結果を考察する。青色申告上の農業収支（図3－2）

から，2000年には，経営主が653万円，専従者が424万円，家族として1，077

万円の所得である。しかし，運転資金利用可能額は868万円である。組勘収支（図

3－3）より，支出は専従者給与が424万円，家計費が449万円，長期共済掛金が

126万円，営農貯金が109万円，その他65万円，借入金の返済が163万円とな

っており，この時点で農業収入を超えている。またこの年は資産取得が539万円

あった。組勘収入はその他78万円，資金受入98万円が入金され，資産取得とほ

ぼ同額の500万円を借り入れることで，最終的に40万円の残高となっている。

500万円の資産取得には自己資金では全く対応できていないことがうかがえる。

　2001年以降は，組勘収支がマイナス（赤字）となっている。特に2002年は，

645万円の資産取得があり，資金取得に相当する650万円を借り入れても，収支

は均衡することなく177万円が赤字となっている。また資産取得額が小さい2001

年，2003年においても組勘支出が上回っている。以上から，資産取得額が大きく

なるときは資金借入で対応しているが，資産取得額が小さいときには対応はみら

れず，年末に赤字部分を埋めていたと考えられる。資金受入枠の小ささから借入

金の必要性と，自己資金による対応が困難な過去の蓄積状況がうかがえる。

②B農家
　B農家は1999年を考察しよう。青色申告上の農業収支（図3－4）より1999

年には，家族の所得は1，392万円であった。運転資金利用可能額は1，350万円で

ある。組勘収支（図3－5）より，1999年の支出は，専従者給与560万円，家計

費496万円，長期共済掛金117万円を支出している。営農貯金が163万円．借入

金返済が327万円，資産取得が507万円あった。また，この年は「貯金」へ300

万円を振り替えている。一方，収入は資金受入として750万円が入金されている。

資金借入が403万円あるが，これは1台の機械としては高額なポテトハーベスタ

ー445万円を取得したことへの豊津である。組勘収支は476万円黒字であった。
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　2000年以降は，ギ貯金」はみられず，また資金借入もみられない。2000年には

資金受入がなくとも農業収入の範囲内で全ての組勘支出が行われ，それ以外の年

は，割勘支出合計は農業収入を若千上回る程度であり，資金受入により全ての年

次で愚僧が黒字となっている。資金受入の金額から余裕を持った経営であると考

えられる。

　以上の考察から，特にA農家では家族の所得が毎年1千万円程度確保している

にも拘らず，2001年以降は組勘が赤字残高となっている。これは，組勘上で家計
　　　　ぴ
費として支出される科目，制度上支出される科目の存在によって運転資金が制約

を受け，資金調達の必要性から，貯金を組勘へ振り替える対応や借入金に依存せ

ざるをえない状況であると考えられる。’また，この二つの事例農家では，家族構

成が同じことから家計費は500万円程度で絶対額的な支出となっている。特にA

農家では規模条件から運転資金利用額が小さくなるため，家計費の存在は影響が

大きいといえる。このような状況が，前章で考察した借入金の推移が規模により

異なる傾向を示した一つの説明ともいえよう。

（3）借入金の返済と貯蓄の形成

　肝管取引から推計した，事例農家における貯金の推移を表3－9に示した。A

農家は2001年以降組勘が赤字のために，この5年間で102万円を引き出してい

る。B農家は組勘残高が毎年黒字であり，この5年間で1，283万円が貯蓄されて

いることになる。また貯蓄と負債　　　　　　熱事膿駄おける随の擁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llt位1千円の返済状況を併せて示したものが　　　　轡こ騰i験職謝鋤脳
σ藍）　　累詞・額

表3－10である。A農家はこの5

年間で借入金を473万円返済した

が，102万円の貯金の引き墨しが

あったために結果として371万円，

一年当たりで74万円を返済した

に過ぎなかった。B農家は1，198

万円の借入金を返済し，1，283万

円の貯蓄を形成できた。一年間に

平均で239万円を返済し，256万

円を貯金してきたことになる。

（4）組勘収支均衡の規模条件

　　　ll認1：諭＠lll（弩ll鷺1課
＾農家 @l181　1：；ll　；ll：；：1発　一、ll塁　羅

　　　；lli　li詰i　l：ii｝li｝l　lil讐難

場　llll　；：lll　l：蟹　1：1認　，，llhl：1認

・・

l、終農家畿テ＿夕i照飲）輩11繰・．71791　甥　1り’脳

　　　籔3一栂　事例展寡における貯金、借入金返済額の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　i｝隻1，？：：寂彗
　　　　　　　り　　　　コ　き　　　　り　　　　　り　　コ　　　ほロ　　　　　ひ　りほコ　コヨ

、嫁1検1畷羅：：iii｝董il！：：lii騰

麟徳業！1糀認（1燃干割胤す

　本章で分析してきたことから，以下の仮説が考えられる（図3－6）。事例とし

た二つの農家は農業経営収支の構成がほぼ同じであったことから，粗収益が10

万円／10a×面積，経営費が6万円／10a×面積，うち減価償却費が1．1万円／10a×面

積である。そのため所得は4万円／10a×面積，専従者給与がL6万円／10a×面積と
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なる。また二つの農家は家族構成が同じであり，家計費と長期共済掛金を合わせ

て約500万円の家計支出が絶対額となる。投資が1万円／10a×面積，貯金が粗収

益に5％を乗じたものであるので，0．5万円／10a×面積となる。借入金返済は償還

額が異なるため仮にX（＝0，100万円，200万円，300万円＿）とする。等式は；

　粗収益一経営費＋減価償却費

　＝投資＋貯金＋借入金返済（X）＋家計費（δ00万円）＋専従者給与．

よって，X（万円）＝2万円／10a×面積一500

万円，となる。X認0，すなわち借入金を0

としたとき，その面積は25haとなるが，

25haの規模では借入金の返済があったと

しても，組勘収支を均衡させるために資金

調達の必要性の結果，実質的には借入金は

返済できないことを意味している。組曲収

支を均衡させる条件から，100万円を返済

するためには30ha，200万円を返済するた

めには35haの規模が必要となることが示

唆される。

鷲

翻
1，1

贈i

糟

讐

500万ilI

ゆ　ぢ

警

　　閣3－6　組勘収支が均衡する下隈規摸の概念図

資料：各農家r継勘データ」およびrl￥色ゆ告、悔に．kり作成。

註：1｝第℃は家計費、供入金が万ill、その他は万円乃伽である、「

4．家族経営における経営管理の課題

　資金運用，資本蓄積には組勘制度による様々な問題点が影響しているといえる。

制度上の問題点および家族経営の問題点を図3－7に示し，以下に整理する（註6）。

　①組勘制度による問題

　借入金の返済が自動的に

引き落とされること，販売

収入の5％が強制的に営農

貯金へ積み立てされること，

農協の共済事業が組合員で

あることから強制ではない

にしてもその利用が組勘を

通して行われること，これ

らは組勘から一定額が引’き

出されるということで運転

資金の減少を意味している。

↑
象縫
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1惚
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実

ヨ

農業収入

1辮

貯金

三燃涜
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糊勘制度による問題
～農業経営にとって罐廣は「’作

寡計負操支出の問題
①家，；卜負111鮒iiσ｝i「Ill減

磨家族内での家，；ぽ隻担配分
③資金1；義ll達逼溜坊ゾ）経営資丘セーの娠り昌二こ・り必要刊．
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しかし，一方では，農協への信用供与や，資金受入の原資となるため，一概に問

題視することができない点も存在する。農家側は制度を変えることはできず，与

件として他の対策が必要であろう。

　②農業収入向上の必要性

　収入向上には規模拡大が必要であるが，現状ですでに一定の負債を抱えている

場合，あるいは地域の地価水準が高い場合は，借入資金による農地取得は負債圧

が上昇することになる。9農地取得は出し手側の状況により計画的に進まず，急な

決定を強いられるので，急な対応に備えるとともに，後述する家族内での家計負

担支出問題を解決する必要がある。また経営転換としては，野菜などの労働集約

的で高収益な作物の導入が必要であろう。実際，規模拡大の進まなかった芽室で

は，本稿で分析してきた組勘収支の特徴から野菜を導入してきたと推察される。

　③家計負担支出の問題

　経営者が家族を代表して，家計費（公共料金，租税公課，国民健康保険，生活

物資の購買，教育費など）を支払う立場と必要性は理解できるが，組二上での家

計費支出は，運転資金や投資を制約することが明らかとなったため，その対応が

必要である。また青色申告上認められている専従者給与の配分の問題が指摘でき

よう。専従者給与は税対策という配慮があろうが，いったん支払われると経営資

金から分離され，専従者から経営上の支出に振り替えられることは稀である。し

かし，家計支出の中には，専従者自身が支払うべきものを経営主が立て替えてい

るものがあり，三民健康保険，国民年金，二期共済掛金がそれに相当する。専従

者は一定の所得を得ているので，自ら支払う対応が必要であろう。帳簿上では事

業主貸勘定として処理も可能であり，特に組勘残が赤字ならば年度末には組勘に

返済すべきである。また専従者給与の余剰である貯金などは運転資金逼迫時には

経営向けに一時的に貸与するなど，制度資金を利用する以前に家族内での対応を

図るべきである．

　以上，組勘制度の問題，農業所得向上の必要性，家族経営としての経営管理の

課題を述べてきた。畑作経営の農家経済を経営面，家計面で考察してきたが，高

所得，大規模農業経営と称される畑作経営においても，農家経済の中には生活と

経営の未分離が残されていることが改めて確認された。女性の経営参画や家族労

働協定などが謳われているにも拘らず，家族構成員の経営に対する意識は経営主

ほど醸成されていないのが現実であろう。家族経営として構成員との意思疎通を

図り，経営・生活における目標と管理を徹底するなど，農家自らの努力と新たな

経営展開が必要となるのである。
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（註）

（註1）ただし，一部に共同所有，共同作業がみられ，代表的なものにはてん菜

の育苗ポット作成・播種作業，小麦の収穫・乾燥作業があげられる。

（註2）北海道では組合員勘定制度が各種営農資金の決済システムとして農業経

営に利用されている。機i能としては，（D営農生活に必要な各種資金の決済，（2）

資金交付窓口，（3）資金過不足を管理する機能，があげられる。また，その利用

には「営農計画書jの提出が義務付けられるが，農協の経営管理改善手段として

の意義，位置付けからほぼ全戸利用となっており，経営資金，家計資金の移動が

把握可能なものである。詳細は山尾巨3］を参照のこと。

（註3）農業経営部門別統計における畑作経営の定義は「部門別統計取りまとめ

対象農家のうち，獣類，豆類，いも類及び工芸農産物部門のうちのいずれかが1

位（販売収入が最も多い）で，麦類，豆類，いも類及び工芸農産物の現金奴入合

計が農業現金収入合計（農作業受託収入を除く）の80％を占める経営について集

計した結果である」。

（註4）農業粗収益に占める畑作4品の割舎については，農業経営部門別統計に

おける定義から考察を省略した。詳細については付表1を参照のこと。また作物

別の10歌当たり粗収益の推移については付表2を参照のこと。

　付襲書　蜘作経営における農粟親収蕪と畑作4晶の翻舎の推移　　　　　　付褒2　細作経欝における10a鎖たり農鑑鵜収益の推移

｝亘魚 朔コ ％

年次 機裏盤収益
@　　計

4品露卜 麦類 垂訓 いも簸
」二飯

_1遡江
ig95 19，gO5 93．6 】8．9 」2．6 30．8 3L3
i996 i9、068 93．4 ；8」 13．・； 31．6 30．3

1997 2i，g59 93．6 23．5 io．0 29．6 3α5

｝998 22，845 93．2 26．0 io．8 26．5 29．9
レ1殉

【999 22，992 92．7 23．2 t3．9 27β 28．3

2000 23，003 92．’1 25．8 13．4 26．2 27．1

200｝ 24，380 92．6 26．1 lo2 24．9 31．3

200り り58η 92．5 276 9蔭 235 3i．8

1995 2i，202 93．7 19．o 12．0 3G．2 325
1996 19，6・【1 93．5 i8．5 i2．8 3L7 30．4

ig97 澱，641 88．9 23．0 10．0 30．7 25．3

20～ 1998 23，290 93．4 25．9 9．9 27．o 30．6

30｝u｝ 1999 23，639 　　【X1．o 22．5 12．8 27．7 28．5

2000 22，953 9L4 26．4 1レ1 25．7 27．9

20m 2’i，135 9L4 2§．6 ？．9 2・1．9 32．1

’）Oα） ’．5371 9】．9 282 93 23き 3G．9

i995 3i，299 95．・1 i9．9 12．8 23．0 33．蔭

iを｝95 27，785 95．7 既）」 i3．3 29．9 33．1

1997 33，031 95．2 27」 8忍 2し～，信 332
30ha 1998 34，329 9・L・i 29．3 9．8 24．5 30．丁

以．1； 【999 35Ji5 田、9 2・1．6 13．5 25薫 3L2
2000 36．2’17 93．8 26．7 i3．o 25．o 29．1

20Gl 37，継。 9L5 27．o 9．9 2L2 ：三3．5

りOα｝ 3908●》 93幽， q畳～i s8 唱｝：39 313

｝’

Q・
2

年次 農襲H奴薩@　　、言i・
4品、言i・ 麦類 豆類 いも類

　1二蟹

_産物

胃腔

！995

P996

P99？

P998
P999

Q000
Q001’）0α》

77．0

V2．5

Wi．9

W4．繧

W3．b

W2．G

W・i．9

W87

79〆1

V’i3

W2．8

W6．G

W6謹
W・L5

W7．4

Xり5

52．2

ｻ7．3

U3．2

V8」

HO．0

V4．2

V3．9

W67

57．6

VL1
T5．9

U3，・’1

W6．0

W2．1

T6．8

唐

96．0

X3．G

X7．7

X5．5

X8．G

X｛～．0

X＆2
X73

iOO，7

W7．4

奄nG．3

X8．6

X2．6

W7．G

hO6．3

煙獅X

2G～
R0h龍

1995

P996

奄X97

�X98

P999

R0GO
Q00i’｝ooり

80．8

V5．6

W2．9

Wi2
W・i．2

W1．5

W6．雛

X’｝7

81．9

V6．7

W【，6

W7．o

唐U．0

W3．石

W7．9

X48

5多．6

S9．7

69．・1

V3．6

U3．5

U9．5

W8．5

WL8
T8．8

U’．5

97．5

X5．5

P0L6
c｝0．7

X7．8

XL2
X9．6

P038

iOL7
W9．・1

W・｛．7

P02」

X3」
W“．2

PG5．5

Pi33

30h諺

ﾈL

1995
P99｛～

P997

P9…心

奄X99

Q000
Q00i
f｝盾盾

72．0

Pミ5．〔～

V9．i

rI．i｝

W3．1

W2．7

ﾂし7
吹pOl～

75．6

Uδ．6

V8．5

W2．2

垂T．0

C3．i

W5．6

曹閧U

53．2

SL7
V0．1

W2」

V2．2

6了，唇

U9．o

奄V．9

T8．0

X3．5

W9．6

T目
o～53

79．4

V6．1

W1．7

W3．1

WL3
W2．8

W9．8

Ws　6

10L2

�D4
P01マi

X3．7

X5．3

W9．8

moδ．i

撃撃n6

資料：農水省膿懸旨？：な部1睡捌新副・」（各1ド次）よりll破．　　　　　　　　資穿・1：農イく省1農黛テ八過部1円うjl鍛lll・」（各lr次）より｛γ成

、；1．；農窯粗収燈計に｛嵐、螂；俘4品以外にその他負｛物および農業脚，　　　　、，；．；農蛍嶺収戴1；1に1畿、畑11ミ4晶飽々撃に’との他｛～物お．Lβ：農奪噛雑

叡人等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収人等

（註5）組子制度・取引システムに関しては，黒河團，田渕・太田原［81，山尾［131

を参照のこと。

（註6）組勘制度における問題点は，黒河［4】により指摘されている。
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